
 

日時：2025 年 1 月 15 日(水)  

時間：14 時 45 分～16 時 15 分 

場所：農学部キャンパス 

 １講 12 教室 

使用言語：英語（English） 

対象者：全学生、教職員 

Reality of the Project Site 
～Challenges Facing the International  

Community in the Ongoing Palestine Conflict～ 

プロジェクト現場の実際 

～戦闘が続くパレスチナにおける国際社会の挑戦～

 

お問い合わせ：グローバル教育院 横森佳世 

yokomorikayo@go.tuat.ac.jp 
  

https://forms.gle/HvpHXcsWGzagZqK18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ms.Ritsuko Skamoto 

 

略歴 

1992 年 JICA（国際協力機構）

入団。97 年エジプト事務所赴

任。ブラジル人間的出産プロ

ジェクト、アフガニスタン復興

支援（保健医療）、パレスチナ

母子手帳プロジェクト、途上国

の人材育成事業等に従事。

2018 年から JICA パレスチナ

事務所次長。検問所を超えて

エルサレムからラマッラの片

道 40 分の通勤、イスラエルと

パレスチナ双方の友人、同僚

を通じ、相互の不信と分断の

現実を目の当たりにする。占

領地での ODA 事業の困難さ

も実感。事務所管理、国際理

解教育（日本の中高校とのオ

ンライン授業）のほかコロナワ

クチンの適切な搬送、安全な

接種に向けた事業立ち上げな

どにも関わる。ガザ支所には

11 回入域。21 年秋帰国後は

ベトナムの感染症対策等に携

わる。立教大学法学部卒業。 

グローバル展開科目  
International Cooperation Studies 


